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77藤田ら：小麦新品種「ちくごまる」
第1表　両親の特性
叢生 株の開閉 芒の有無 ふ色 穂型 粒の大小 粒形 粒色 粒質
アミロース
含量
ちくごまる やや直立 やや開 有 白 紡錘状 中 中 褐 粉状質 通常
羽系95-68（母） やや直立 開 有 白 紡錘状 中 中 赤褐 粉状質 低
　（西海184号）
羽系96-103（父） 中 やや開 有 白 紡錘状 やや小 やや円 褐 粉状質 通常









ちくごまる Ⅳ 中 早 早 強 難 強 やや強 やや強 やや強
羽系95-68（母） Ⅰ やや早 早 早 強 難 強 中 中 やや弱
　（西海184号）
羽系96-103（父） Ⅳ 中 やや早 やや早 やや強 難 強 中 やや弱 やや強
第2表　選抜経過表
播種年度 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010
世　　代 交配 F1 F2 F3 F4 F5 F6 F7 F8 F9 F10 F11 F12 F13
供試系統群数 29 17 17 3 2 2 2 2 2 2
　　系統数 29 約4000 108 87 85 85 15 10 10 10 10 10 15
個体 粒
選抜系統群数 2 2 2 2 2 2 2
　　系統数 29 17 17 3 2 2 2 2 2 2 2


























生産力予備試験 標肥 標肥 標肥 標肥
多肥 多肥 多肥
生産力検定試験 標肥 標肥 標肥 標肥
多肥 多肥 多肥 多肥
ドリルドリルドリルドリル
特性検定試験 3(3) 6(5) 7(4) 8(5) 8(5) 7(5) 9(6) 9(5)
系統適応性検定試験 2 2 5
































播種年度 1997 2003 2005 2007 2009 2010




4471 1～3 4471-3 1～5 羽系W1012 1～5 × 1 1 1 1 1 1 1
4476 1～3 4476-2 1～5 羽系W1013 1～5 × 2 2 2 2 2 2 2
羽系95-68(西海184号） 4477 1～3 4477-1 1～5 羽系W1014 1～5 ③ ③ ③ ③ ③ 3 ③
× Ｆ1 F2 F3系統 4480 1～3 4480-1 1～5 羽系W1015 1～5 × 4 4 4 4 4 ④ 4
羽系96-103 (108 4481 1～3 5 5 5 5 5 5 5
　系統） 4484 1～3 4484-2 1～5 羽系W1016 1～5 × （西海193号）
育種目標 4489 1～3 4489-1 1～5 羽系W1017 1～5 ×
秋播型 4491 1～3 4489-3 1～5 羽系W1018 1～5 1～5×
（羽交72T-4169） 4493 1～3
4495 1～3 4495-3 1～5 羽系W1019 1～5 × 1
4498 1～3 4498-1 1～5 羽系W1020 1～5 × 2
4507 1～3 ③ ちくごまる
4509 1～3 1 1 1 1 1 1 4
4510 1～3 4510-2 1～5 羽系W1021 1～5 2 2 2 2 2 2 5
4515 1～3 4510-3 1～5 羽系W1022 1～5 × ③ ③ ③ ③ ③ ③ 6
4520 1～3 4520-1 1～5 羽系W1023 1～5 × 4 4 4 4 4 4 7
4527 1～3 5 5 5 5 5 5 8
4532 1～3 西海191号 9
4542 1～3 4542-3 1～5 羽系W1024 1～5 × 10
4545 1～3




4562 1～3 4562-1 1～5 羽系W1026 1～5 ×
4565 1～3 4565-1 1～5 羽系W1027 1～5 ×
4566 4566 1～3 4566-2 1～5 羽系W1028 1～5 ×
第２図　育成系統図































4.08 5.27 82 9.1 461 0.2 1.1 43.7  86 810 33.5 4.1 
農林61号 4.13 5.31 95 9.2 480 2.5 1.5 51.4 100 800 36.7 4.6 





4.08 5.28 85 9.3 509 0.3 1.9 48.0  99 810 33.3 4.0 
農林61号 4.14 5.31 96 9.3 484 2.1 2.2 50.3 100 803 36.2 4.6 






4.10 5.29 84 8.8 570 1.0 0.8 53.2 102 808 34.2 4.6 
農林61号 4.15 5.31 95 8.7 528 4.1 2.0 54.0 100 806 36.6 4.8 



















































































ちくごまる Ⅳ 難 強 弱 やや強 強 やや強 やや強 強 中
農林61号 Ⅱ 難 中 弱 中 － 中 中 中 中
シロガネコムギ Ⅱ やや易 強 弱 やや弱 － やや弱 中 やや強 中




2007 2008 2009 2010 平均 2007 2008 2009 2010 平均
ちくごまる 12.4 a 12.6 a 37.4 a 35.9 a 24.6 2075 a 2157 a 3730 a 11700 a  4915 
農林61号 20.5 a 34.4 b 55.4 a 59.2 bc 42.4 4285 a 4113 b 5333 b 14733 a  7116 
シロガネコムギ 13.4 a 19.0 a 43.7 a 40.3 ab 29.1 2775 a 3017 ab 3710 a 15333 ab  6209 
チクゴイズミ 15.1 a 20.7 a 33.0 a 24.6 a 23.4 4040 a 3637 ab 3846 ab 14233 a  6439 
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81藤田ら：小麦新品種「ちくごまる」
第7表　品質関連遺伝子型
品種名 Wx-A1 Wx-B1 Wx-D1 Pina Pinb Glu-A1 Glu-B1 Glu-D1 Glu-A3 Glu-B3 Glu-D3
ちくごまる a a a a a b u f d d a
農林61号 a a a a a b u f d i c
シロガネコムギ a a a a a c b f d d a
注：Pin 及び Glu 遺伝子型は近中四農研調べ。
第8表　生地物性，でん粉特性（生産力検定試験多肥材料，2006～2009年度平均）





































ちくごまる 57.8 1.7 1.2 140 36 60 236 196 1.3 62.9 90.7 916 197 
農林61号 58.4 1.9 1.1 134 38 61 283 162 1.8 59.8 89.0 886 224 
シロガネコムギ 59.4 1.8 0.9 149 35 43 174 180 1.0 60.4 90.2 906 193 
農林61号（群馬県産） 57.4 1.5 0.6 135 37 62 317 147 2.2 59.8 89.2 1045 280 
ASW 60.2 3.8 4.7 73 55 109 529 175 3.0 60.2 87.2 968 362 




















































ちくごまる 10.7 1.47 24.6 71.4 85.8 71.7 59.3 52.5 85.5 0.41 9.0 0.38 30.1 89.26 0.49 14.42 -3.55 
農林61号 9.2 1.55 28.8 68.8 79.0 67.9 54.1 53.9 83.0 0.50 8.4 0.47 30.2 88.90 0.64 14.47 -2.98 
シロガネコムギ 10.5 1.45 24.7 69.7 82.4 69.2 56.3 53.2 83.9 0.45 8.7 0.41 30.4 89.19 0.49 14.52 -3.44 
農林61号（群馬県産） 8.0 1.69 25.5 69.2 80.1 71.4 62.7 51.3 83.0 0.48 7.3 0.44 30.7 89.13 0.56 14.65 -3.39 
ASW 9.9 1.32 46.6 74.0 83.8 61.8 35.3 62.8 87.2 0.50 9.4 0.47 28.5 89.50 0.40 14.41 -3.95 
























ちくごまる 239 15.2 11.5 7.3 18.8 11.7 11.0 75.6 
農林61号 234 13.8 10.5 7.1 17.8 10.8 10.6 70.3 
シロガネコムギ 242 14.9 11.3 7.2 18.3 11.2 10.8 73.5 
農林61号（群馬県産） 233 14.0 10.5 7.0 17.5 10.5 10.5 70.0 
ASW 244 16.4 12.1 7.4 19.1 11.8 11.1 78.0 






















ちくごまる 8.3 40.2 1066 3.73
農林61号 7.3 33.2 1075 3.85
シロガネコムギ 7.7 35.6 1058 3.76
チクゴイズミ 6.7 31.4 1012 3.58
WW 8.8 47.2 986 3.42




灰分 蛋白 容積重 製粉歩留 灰分 蛋白 白度 色相 アミロ最高粘度 色 かたさ 粘弾性
なめら
かさ 合計
（％）（％） (g/l) （％）（％）（％） L* C.G.V. B.U. （20点）（10点）（25点）（15点）（100点）
九州各県産ちくごまる 1.53 11.1 806 72.0 0.33 9.1 79.2 -2.9 828 14.5 7.0 17.7 10.7 71.0 
九州各県産農林61号 1.60 9.4 805 70.4 0.41 7.6 79.3 -2.8 833 13.7 6.9 17.4 10.6 69.5 



























出穂期 稈　長 穂　長 穂　数
( 月 . 日 ) 平均 (cm) CV(%) 平均 (cm) CV(%) 平均 (本 ) CV(%)
ちくごまる 10LS-036 4.07 90.1 1.1 10.5 2.6 16.7 11.0 
10LS-037 4.07 89.8 1.6 10.5 2.7 16.3 10.8 
○ 10LS-038 4.07 89.7 1.4 10.7 2.7 16.6 11.0 
10LS-039 4.07 89.8 1.4 10.6 2.7 16.6 10.3 
10LS-040 4.07 90.2 1.3 10.5 2.7 16.0 10.5 
平均 4.07 89.9 1.4 10.6 2.7 16.4 10.7 
シロガネコムギ 10LS-006 4.08 82.5 2.2 10.2 3.0 14.9 12.4 
10LS-007 4.08 82.3 2.1 10.2 3.7 15.2 12.2 
10LS-008 4.08 82.4 1.6 10.2 3.1 14.8 12.8 
10LS-009 4.08 82.5 2.0 10.5 3.2 15.2 12.5 
10LS-010 4.08 82.2 1.9 10.4 3.6 15.0 13.0 




試験地 2007年度 2008年度 2009年度 2010年度 標準品種
福岡豊前 ○96 ○108 △83 ※101（標肥）　118（多肥） 農林61号
佐賀本場 △106 ○114 △100 ※102（標肥）　105（多肥） シロガネコムギ
長崎 △95 △108 ○135 ○111（標肥）　122（多肥） シロガネコムギ
熊本 ×101 △99 △96 シロガネコムギ
大分 △93 ○87 △×62（条播）　　54（広幅）
△118（標準播）
　117（晩播） 農林61号
宮崎 △75 ×95 △×90 ニシｶゼコムギ
香川 ×89 さぬきの夢2000
愛媛 △54 △104 チクゴイズミ
岡山 △87 △73 △109 シラサギコムギ
山口本場 △83 ○106 農林61号
滋賀本場 ×75 農林61号
三重 △100 ×77 農林61号
注：○有望，△再検討，×打ち切り，※特性把握。数字は，収量の対標準比（％）。






































ちくごまる 2007 4.10 6.04 88 8.4 570 0.5 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
2008 4.06 5.27 89 9.1 503 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
2009 4.09 6.05 83 8.2 587 0.0 0.0 1.5 0.0 0.0 0.0 
2010 4.19 6.07 87 8.7 615 1.8 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 
平均 4.11 6.03 87 8.6 569 0.6 0.1 0.4 0.0 0.0 0.0 
2010多肥 4.19 6.08 88 8.9 674 2.8 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
農林61号 2007 4.14 6.06 102 8.3 474 3.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
2008 4.11 6.01 100 8.8 393 2.3 0.0 0.0 0.0 0.0 0.0 
2009 4.14 6.08 92 8.4 497 3.3 0.0 0.3 0.0 0.0 0.0 
2010 4.25 6.09 100 8.5 572 4.2 0.7 0.0 0.0 0.0 0.0 
平均 4.16 6.06 99 8.5 484 3.3 0.2 0.1 0.0 0.0 0.0 
シロガネコムギ 2009 4.08 6.02 82 7.5 552 0.5 0.3 0.7 0.0 0.0 0.0 
2010 4.20 6.06 80 8.0 632 0.7 0.3 0.0 0.0 0.0 0.0 















ちくごまる 2007 53.6 96 802 35.8 1.0 ○ 9.4 高蛋白，倒伏少，やや低収
2008 40.8 108 828 37.6 1.0 ○ 11.1 高蛋白，倒伏強，小粒，播性Ⅳ
2009 42.7 83 816 37.5 2.0 △ 10.1 高蛋白，製麺適性優れる，早生，収量性再検討
2010 50.2 101 791 33.1 1.0 ※ 10.1 高蛋白，耐倒伏性強
平均 46.8 96 809 36.0 1.3 10.2 
2010多肥 58.7 118 784 33.3 1.0 10.9 
農林61号 2007 55.9 100 808 43.5 1.0 7.8 
2008 37.9 100 833 42.1 1.0 9.0 
2009 51.6 100 794 38.6 1.3 7.5 
2010 49.8 100 794 35.2 1.3 9.9 
平均 48.8 100 807 39.9 1.2 8.6 
シロガネコムギ 2009 47.9 93 821 38.2 2.0 9.5 
2010 53.0 106 814 35.2 1.0 10.1 
平均 50.4 98 818 36.7 1.5 9.8 
注：倒伏，病害：無（0）～甚（5）の6段階評価。
　　施肥水準：元肥 (N-P-K)5-5-5kg/10a，追肥 (N) 5（多肥は8)kg/10a，播種量7kg/10a。









































































は ロ ー マ 字 で 表 記 す る 場 合 は「 筑 後 丸 」
(Chikugomaru) とする。
引用文献
1）Katashi Kubo, Naoyuki Kawada, Takashi Nakajima, 
Kazuyuki Hirayae, Masaya Fujita (2014) Field 
evaluation of resistance to kernel infection and 
mycotoxin accumulation caused by Fusarium head 
blight in western Japanese wheat (Triticum 



























形質番号 形　　質 ちくごまる 農林61号 シロガネコムギ
1 叢性 5（中） 4（やや直立） 4（やや直立）
2 株の開閉 6（やや開） 5（中） 7（開）
3 鞘葉の色 1（無） 1（無） 1（無）
4 稈長 4（やや短） 6（やや長） 3（短）
5 稈の細太 5（中） 5（中） 6（やや太）
6 稈の剛柔 5（中） 5（中） 5（中）
7 稈のワックスの多少 5（中） 4（やや少） 5（中）
8 葉色 5（中） 5（中） 4（やや淡）
9 葉鞘のワックスの多少 4（やや少） 4（やや少） 5（中）
10 葉鞘の毛の有無・多少 1（無） 1（無） 1（無）
11 葉身の下垂度 6（やや大） 5（中） 6（やや大）
12 フレッケンの有無・多少 5（中） 3（少） 4（やや少）
13 穂型 2（紡錘状） 2（紡錘状） 2（紡錘状）
14 穂長 5（中） 6（やや長） 4（やや短）
15 粒着の粗密 5（中） 5（中） 5（中）
16 穂の抽出度 5（中） 5（中） 5（中）
17 穂のワックスの多少 3（少） 4（やや少） 3（少）
18 ふ毛の有無 1（無） 1（無） 1（無）
19 葯の色 1（黄） 1（黄） 1（黄）
20 芒の有無・多少 5（中） 5（中） 6（やや多）
21 芒長 6（やや長） 5（中） 6（やや長）
22 ふ色 2（黄） 4（褐） 2（黄）
23 粒の形 5（中） 5（中） 5（中）
24 粒の大小 5（中） 5（中） 5（中）
25 粒の色 4（褐） 5（赤褐） 3（黄褐）
26 頂毛部の大きさ 5（中） 5（中） 5（中）
27 粒の黒目の有無・多少 1（極少） 1（極少） 1（極少）
28 千粒重 4（やや小） 5（中） 5（中）
29 容積重 6（やや大） 5（中） 6（やや大）
30 原麦粒の見かけの品質 6（中上） 5（中中） 6（中上）
31 粗蛋白質含量 6（やや多） 5（中） 5（中）
32 灰分含量 4（やや少） 5（中） 4（やや少）
33 うるち・もちの別 1（うるち） 1（うるち） 1（うるち）
注：種苗特性分類調査基準（平成10年3月）の階級値および区分を示す。
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B　生態的特性・品質特性
形質番号 形　　質 ちくごまる 農林61号 シロガネコムギ
34 播性の程度 4（Ⅳ） 2（Ⅱ） 2（Ⅱ）
35 茎立性 5（中） 5（中） 4（やや早）
36 出穂期 3（早） 5（中） 3（早）
37 成熟期 3（早） 5（中） 3（早）
43 耐湿性 5（中） 5（中） 5（中）
45 耐倒伏性 7（強） 5（中） 8（かなり強）
46 穂発芽性 7（難） 7（難） 4（やや易）
47 脱粒性 5（中） 5（中） 4（やや易）
48 収量性 5（中） 5（中） 6（やや多）
49 粒の硬軟 5（中） 5（中） 4（やや軟）
50 粒質 1（粉状質） 1（粉状質） 1（粉状質）
51 製粉歩留 7（高） 5（中） 6（やや高）
52 ミリングスコア 8（かなり高） 5（中） 7（高）
53 60%粉蛋白質含量 6（やや多） 5（中） 5（中）
54 60%粉灰分含量 4（やや少） 5（中） 5（中）
55 60%粉アミロース含量 5（中） 5（中） 5（中）
59 粉の明度 6（やや高） 5（中） 6（やや高）
60 粉の赤色み 4（やや低） 5（中） 4（やや低）
61 粉の黄色み 5（中） 5（中） －
62 吸水率 5（中） 5（中） 5（中）
63 バロリﾒーターバリュー 4（やや低） 5（中） 4（やや低）
64 生地の力の程度 5（中） 5（中） 4（やや小）
65 伸長抵抗 4（やや弱） 5（中） 4（やや弱）
66 伸長度 6（やや長） 5（中） 5（中）
67 形状係数 4（やや小） 5（中） 4（やや小）
68 最高粘度 5（中） 5（中） 4（やや小）
69 ブレークダｳン 5（中） 5（中） 4（やや小）
70 縞萎縮病抵抗性 7（強） 4（やや弱） 7（強）
71 赤かび病抵抗性 6（やや強） 5（中） 5（中）
72 うどんこ病抵抗性 6（やや強） 5（中） 5（中）
73 赤さび病抵抗性 6（やや強） 5（中） 4（やや弱）
注：種苗特性分類調査基準（平成10年3月）の階級値および区分を示す。




01 子葉しょうのアントシアニン着色の強弱 01 無又は極弱
02 草姿 05 中
03 反曲した止葉を持つ個体の出現頻度 07 高
04 出穂期 03 早
05 止葉の葉しょうの白粉の強弱 04 やや弱
06 止葉の白粉の強弱 03 弱
07 穂の白粉の強弱 03 弱
08 穂首の白粉の強弱 05 中
09 草丈 04 やや低
10 穂首直下の節間の髄の厚さ 02 中
11 穂の形 05 紡錘状
12 粒着密度 05 中
13 穂の長さ 05 中
14 芒の有無 03 長芒有り
15 穂の先端の芒の長さ 05 中
16 穂の色 01 白
17 穂軸の先端凸部表面の毛の多少 03 少
18 護頴の肩部の幅 03 狭
19 護頴の肩部の形 03 やや下がる
20 護頴の嘴の長さ 03 短
21 護頴の嘴の形 05 曲がる
22 護頴の内側の毛の多少 01 極少
23 原麦粒の色 02 赤
24 原麦粒のフェノール反応による着色の濃淡 　 －
25 まき性 02 中間型
26 Glu-A1 遺伝子座にある対立遺伝子の発現 02 バンド2
27 Glu-B1 遺伝子座にある対立遺伝子の発現 02 バンド7+8
28 Glu-D1 遺伝子座にある対立遺伝子の発現 05 バンド2.2+12
29 稈の長さ 04 やや短
30 ふの色 02 黄
31 粒の形 03 中
32 千粒重 05 中
33 うるち・もちの別 01 うるち
34 成熟期 03 早
35 粒質 01 粉質
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付表２　育成者
播種年度 平9 平10 平11 平12 平13 平14 平15 平16 平17 平18 平19 平20 平21 平22
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91藤田ら：小麦新品種「ちくごまる」
Breeding soft red wheat cultivar “Chikugomaru”
Masaya Fujita1), Kazuhiro Nakamura, Koichi Hatta2), Naoyuki Kawada3)
Hitoshi Matsunaka, Katashi Kubo4), Shunsuke Oda1), Masako Seki5), Tetsuya Hatano6)
Shozo Taya3), Masato Taira1), Tadahiro Tsutsumi3), Takuji Tonooka
Yoshinori Taniguchi7) and Akihiro Sasaki8)
　New soft red wheat cultivar “Chikugomaru” developed by NARO Kyushu Agricultural 
Research Center, Chikugo, Fukuoka, Japan, was bred by the line-breeding method by crossing 
“Hakei95-68” (later "Saikai 184") and “Hakei96-103” in 1998 and registered as a new wheat 
cultivar in 2012.
　“Chikugomaru” is an awned, white-glumed, red-seed winter type wheat cultivar. Compared 
with the standard cultivar, “Norin 61”, “Chikugomaru” is usually 10cm shorter, superior in 
lodging resistance, and normally matures three days earlier. It yielded similar to “Norin 61” in 
high fertilizer conditions.
　“Chikugomaru” is resistant to yellow mosaic and relatively resistant to powdery mildew, leaf 
rust, Fusarium head blight, and pre-harvest sprouting. Milling properties are superior to those 
of “Norin 61”. The protein content of grain and flour is higher than that of “Norin 61”. The 
dough properties and starch pasting properties are the same as “Norin 61”.
　“Chikugomaru” is considered to be well-adapted to the at areas of western Japan.
　Key words：soft red wheat, new cultivar, winter type, normal amylose, milling score,
　　　　　　　　Fusarium head blight.
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